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 審査結果の要旨
 長管骨の長径成長が骨端成長軟骨に於いて行われることは異論のないところであって,この
 骨端成長軟骨に対し,直接的ないし間接的に,また物理的,化学的或いは生物学的に刺戟をあた
 え長管胃の長径成長の変化を観察した実験ぱ少くない。しかし従来行われてきたこれらの谷樋
 実験については,観察者によりその結果を異にしており,このことは与える刺戟が同一種類のも
 のとしてもその強さの量定が園難であウ,骨端成長軟骨層に与える牽ll載量が一定しないことに基
 ぐこと大なりと思われる。かかる観点から著者は骨端軟骨層に与える刺戟源の強さを自由に調
 節し得るものとして電流を選んで実験を行った。もっとも,すでにGhapchall&Zell-
 d-e118ust,Wi180n,Haasらは異種金属を骨端附近に挿入してンそ'の間に発生する電流
 を骨端成長軟'馬槽に作用させんとレ乞ヵζ.この場合は電流だけでなく,金属の腐蝕のため金属イオ
 ン7ないし金属塊が発生して,それによる化学的影響が大きく,電流のみによる作用とはいえな
 い。著者は実験動物として健康なる成長期家兎を用い,電極として白金線を使用,骨端成長軟骨
 層を遠近にはさんで骨端部とメタフィーゼに挿入し,1.5V電源に10MΩ,1MΩ,100KΩ,
 10KΩの抵坑を挿入,0.1μA～4μA間の4段階の直流を作用させた群,20μA,
 200μA・2000μAの50サイクル交流を作用させた群並びに同様操作を行って電流を通さ
 ない対照の3群について骨の長径成長の状態を経日的に観察した。観察方法はx線学的変化の追
 究,X線による骨の長径測定,骨端部附近の組織学的変化の検索である。隠られた結果を綜合す
 ると,直流では10MΩのものが長径促進作用がもっともつよく7ついで1赫Ω群,100}〈Ω
 群,1DKΩ群の順に弱くなり,交流では200μA群がもっとも促進的作用が強く,ついで
 20μA群,2000μA群の順に弱くなる。しかして直瀕の1DOKΩ群,10KΩ.交流の20日ロμA群
 はむしろ阻害的作用を認めた。以上を含めた実験結果から,著者は直流,交流を問わず,電流を
 骨端骨成長層附近に通電せしめた場合,ある電流域にむいて,骨長径の発育の促進または抑制を
 認める塁実を知った。
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